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◎行事案内

◇　手賀沼刀ウントと探鳥会

月　日　9月9白く日）雨天中止

集　合　我孫子市役所　午前9時

担　当　畑．長泉▲

・秋の渡如）季節です。今年にどんな旅烏K

出会えるか．昨年と‾昨年にミサゴが出てい

せ■ナロ　二

鳥合せは．今月から上沼とモカま十・・

はじめての参加．歓迎Lj十〇

午前中で終了しiす、

◇　秋の野草麦探る会　r

月　日　9月23日（日）雨天中止

集　合　我孫子市役所　午前9時

持　物　揃当と飲物　手鏡（メ・モ帳）

服　装　8臨ほど歩きます。また．．とき

には雑草の中に足をふみいれます。

担　当　佐久間　渡辺

〒賀沼のほと少を沼南町掛声方面へ向けて
諌亭しま十人サシバを訪ねたあた少でい春は

キンラン　ギノラ／等が咲いていました。

探草会ですが‥島でも虫でも観察して下さ

い。帰少は．柳戸から柏までパスを利用する

予定です。

◇1計良潮岬探鳥会■‾‖‾‾

月　日■10月5日夜～7日（金・土・日）

集・合　5日　東京発23時28分《9番

線）入線22時46分）の大垣行最前部乗車

主席者6巳4時43分。

宿　泊　愛知県伊良湖岬　民宿五月堂

（電話　05313－5－1048）

行　程　6日　豊穣～伊良湖岬（タクシー）

早朝のタカ渡クを親賓．附近を探鳥．

7日、早朝．辻大をタカか波力を見て．‾

応解散．希望者は汐川干潟で．ゾギ．チドリ

をみて豊庸～東京一

費　用　我弟子～豊穣　3，500円

‾豊穣～伊良湖岬　メタシーとバス

で往復　3，000円

帰路は新＃頗特急科　2．亭00円

宿泊　4，500円位

計約17．000円

ノ亀・当　志賀

伊良湖岬庖‥島達の浸かかコースにあた少．

上空を何首と渡るタカの群れ、岬を飛び立つ

ヒヨドリの渡か．その他の鳥Kも出会える、

すげらしいところです。また　汐川のシギ・

チドリも有名を場所です〔

申込先　宿泊の関係で予約を必要としま十o

TEl　0471－9！－7206

志賀鉄塔まで申込んで下召い｛

（注）雨天でも出発し七十

◇　手賀沼カウントと探鳥会

月　日　10月148（日）雨天中止

集　合　我扇子市役所　午前9時

担　当　飯点．畑

【ll－
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鴨の渡来がはじま少ましたっ換羽中の鴎の

識別幾層旭如何でしよう○午前中で終わは

す。　　　　　　　　　　　　　　　　い

∵‾ご◎行尊報告

○　手賀沼カウント

調査8時　54・1・15（曇）
9時～12時

＜参加者＞稲塵　茂．畑　季正．道子

久子．天野侍史．庄嘩富世子．中尾照平

木村　乱心野勝義　志賀鉄雄．鉄也．

佐久間俊行．陽子二■浅間　茂．慶長　亡

高橋敏夫．松本克博　以上17名

点「 ‥裡 上 沼 ・下 沼 計

カ イ ツ ブ リ 3 2 1 7 2 1

ゴ イ サ ギ 4 3 ・ 1 7

タ イ サ ギ
i o 4 1 1

チ ー クサ ギ　 ヽ 1 0 l

コサ■ギ 5 2 1

7 オ サ ギ 1 0 ‾ 7

マ ガモ 1 0 L　l

カル ガモ 8 7 ■ 1 2 1 2 0 8

r コ ガモ 2 3 写 1 8 0 4 1 3

オ カ ヨう′ガモ 8 8 1 4

．オナ ガガ モ 3 0 3

′・y ビ ロガモ 1 8 5 4 9 2 3 4

キ ン ク d ノ、プ ロ 3 0 3

ミコ 丁 イサ l 0 1

バ ン′ 1 4 5

メ∵十バ ン 2 1 6 7 8 8

メ ソ ギ 3 ．0 3

＝L リカ モ メ 3 1 5 3 8 4

計 ト 6 3 0 5 0 6 1 ，1 3 6

－1・一一他．－キジバト．－ヒ′くり．－ツ′り．・メヒ′†リ

ヒヨドリ・モズ・ツグミ、、．了タイス・七，カ

ニ．水力かて一丁オ軋j頼一二サ／．カワラヒ

－J▼ヮ、ス′メ▲・ムクドリ・オナれカケス、ハ

ッポソガラス、コジ1ケィ。

調査日時　54・5・6（清）
一・9時～12時

＜参加者＞畑　季正．佐久間俊行、浅間　茂

庄埼富佳子．・志賀鉄嵐決鮫‾松本克軋

小野勝義．虚泉　亡．西城　生．木村　稔

坂巻息嵐高穣敏夫．谷口■商卒．正子．

高地愛子列2名　以上18名

「丁 忘

上 沼 下 沼 計

カイ ツブリ 1 4 7 2 1

ゴイサギ ■　4 　1 3 ＋1 7

ダ イナギ 6 5 ＿ 1 1

　チ＿ウサ ギ 0 1 1

コサギ 1 7 8

丁オサギ 0 1 1 ・

カル ガモ 1 8 i 9 6 7

コガモ 0 4 8　　 4 8

オナガガモ‾ 0 2 2

ノ、う′－ビロガモ 0 1 2 1 2

キ ンクロハ ジロ 0 2 2

′くy 1 ■1 2

オオ、バ ン 1 6 1 4　‾ 3 8

コヂ ドッ 0 1 l

ムナク■ロ ・0 2 4‾ 2 4

キ ，タブ ，シギ 0 1 1

丁ジサシ ・ ■0 1 1

コアジサ シ 0 ■ 2 5 2 5

オ カヨシガモ 0 1 1

計 6 0 2 1 5 2 7 5



’胤　丁オバズク、オオヨシキ‾リ．カワラヒ

ヮ．ムクドゥ．■スズメ．も，カ．コジ＿ケイ

ヒ′くり．ハシガソガラス∴ツグミ．ツバメ．

ホオプロ．ゝナガ．シジ1クガラ．・メジロ．

ヒガヲこ　センタイムシタイ．フゲラ．キジバ

ト．ヒヨドリ．カケス　丁オク．（下沼班の

親鳥地が広くモカました○）

調査日時　54・6・10（清）

9時～12時

＜参加者＞西城　狂．高橋敏夫．小野勝義．

佐久間俊行．鉱泉　亡．庄崎吉佳子、

木村　稔、志賀鉄嵐鉄也．中尾照平、

＿畑　幸正　以上エ’1名

点　 種 上 沼 下 沼 計

カイ ツブ リ 2 0

l

1 2 3 2

ゴイサ ギ 9 3 1 4 0

丁マサ ギ 1 0 1

ヨゾ ゴイ 0 2 2

タ イサ ギ 1 5 6

チ ークサギ 1 0 1

コサギ ■　7 1 8 2 5

カル ガモ 1 5 1 6 3 1

キンタ ロハ ジロ 0－ 1 1‾

（ア イ；ガモ ） 0 1 1

′くy 1 0 1

オ オバ ソ　 ’ 4 1 2 0 6 1

コ 丁タサ ツ　 ‾ ＝2 2 7 2 9

　 計 9 8 1 3 3 2 3 1‾

他．カ，コウiキジ′くトヒ′巧■．ッ′り

ヒヨrリ．■■ォオヨシキ甘．ムクドリ．七タカ．

カウチヒワ．ホオブロ．コジ＿ケィ．‾よズメ

オナれ■ハツポソガラス、モズ．サツ′㍉

‾調査日時　54・・‾7＿・8（清）
9時～12時

勺参加者＞伊藤礼子．赤尾．完．中尾尿平．

谷口尚武．正子こ匿．桂、坂巻忠雄．

畑　幸正．鉱泉　亡．西城　猛　池田乱

伐聞　及中沢澄子．志賀鉄雄・計臥

・松本克博　以上17名

鳥　 鍾 上 沼 下 沼
計 i

カ イ ツブ リ 1．7 1 4 3 1

冒シ ゴイ 0 2 2

ブイ サ ギ 3 5 8

7 7 サギ 0 1 1

メ■イ サギ 4 － 5 9

チ ▲ ウサ ギ 0 1 1

コサ ギ 1 2 9 3 0

カル ガモ 1 3 8 日 3 9

′くy 0 4 l

オ オバ ソ 1 6 1 7 3 3

イ ブシギ 0 1 1

ユL　 カモ メ 1 0＿ ．．．1

丁 ジサ シ 0 1 ．1

コ丁 ジサ ツ ・ 7 3 4 4 1

・‘■計 5 0 1 1 5 2 2 0 2

他∴サツバ（3）．コジ．ケィ．キジバト

カ，コウ∵ヒバリ．ツバメ、ヒヨ「ワ．モズ．

よォすツキV、七，カ．ツタ＿ウカラ、ホオ

タロ．＿カワラヒワ、スズメ．ムタドリ．オナ

－■－3－・



○　北アルプス白眉山麓探鳥会

79・6・29、7・1

．新橋午前8時発あずさ3号で一行14名（

女8ト男6）．期待に腸弾ませ‾丁路白馬山ろ

くへ。

6月というのKしばらく晴天続きで、ちよ

うどこの月末あた拍；危いめではという危惧

を押えて「7ラこの調子だと大丈夫みたいれ

」と励ましあゥているうちに雨足が車窓をた

ゝき始りる。そのうち－「ナ／ト力線事故のた

め列車は塩尻から松本までバスの振力替え輸

送」との丁ナウ／ス。雨の塩尻の町をバスで

通り抜けながら、五月の蚤井沢も雨だった¢

コノチクツ，ク′

松本から大糸線へ。ここはいつ乗でも．漁

と土がすぐそこで匂っている．霧雨の牢．窓

をあけ．全身で禄と土の匂いを嗅ぐ。

白馬大池訳からタクシーで栂池と＿，－テへ○

このと▲，テの十ぐ前が標高2000爪の高

層温臥栂池自無公園だ。今夜の宿仁明か畑

取りの小窓とヲ／ブの小部屋に感激して．早

速、一自然園に出てみる。今だ雨換様。ここは

湿原稚物の宝庫でもある。木道のわき＿には水

言責リ1クキンカ．リ＿クキン′＿ティ・－1．時間

弱の遊歩道の途中忙軋　さらに木立多少、谷

あわ．川参か．風穴あわ．ミニミニ雪渓まで

あるから．キメカサソ？．シラ粛アオイー　工

、′レイブク．イワカガ書．チソダルマトイワ

イチ．ク……と後で稚励図鑑を拡げるとと托

余念がない。鳥は、雨のせいか．性とんど姿

は兄か万虻かゥたがいウグイスだけはどこで

も鳴き．時折少ヒンタラララとコ了ドサの声

が響き．耳を燈せ十とカナコら、ツツド’ヮ．

サアシ．クタイが鳴いている〇

五くる30日の朝．夜行で来た芸い千葉さ

んに「同音こぶ。しかし．竃だ．雨は止tナ

このtt白眉村．神城の民宿伊藤さん宅へ直

行することになる。伊藤さん宅へ荷物を置き

雨間を縫って青木湖畔へ。

イカル．ウグイス．キセキレイトチナれてコ

ゲラの声を確認しながらも．！目立つ鳥影はな

く．途中から再び雨で引空返す8．、

白馬村村金談員の当主伊藻草んと・火のネ

った囲炉裏を囲み．心尽く－しのか茶と筒干し

が身に氾みる。＿

じっとしていられをい人は．小雨の申・．叉

三三五五と戸外へ出て行く。私托玄関の土間

忙プロミナを纏えて外を見ていたけれど一㌢

バメとオナガとカラ．スだけ。三神葛んがオオ

ルリを見たと言って帰って乗る○

ぁくる7月1日・も雨。タクシーで石仏の千

国街道を徐行しい大町の山岳博物館．望高の

篠山葬両虎とわさび田を見草色．t・

冊がまぶ．しいわ壬び田の細の渓谷はみ

るからに鳥がいそうで．確か忙鳴いている。1

オす．．藻谷にかゝる電線の上で、ビ，コロビ

ルル……とさえずり始めたのはキビタキだ○

護は又．雨か甲を松本へ○　＿

記　庄埼有佐子

＜認めた鳥＞　栂池で．ウタイ，ス．コマ＝ド

リ．コルリ．メポソムシタイ．キセキレイ、

′、ツブトガラス、ホトトギス．カ，コケ．

ッッドリ．アカハラ．イワッノく六・・．ツバメ、

ミソすすィ．ヒガラ．計14癌。・

白馬村内山一青木湖で、スズメ・オナれ

イカル．ウグイス．キセキレイ．．カ，軍ク．

ッッドリ．ホトトギス．キビタキ．エナれ

シジ＿ウカラ、メジロ．クロックさ．オオヨ

シ．キリ．ツバメ．キジ′叫．オオルル・メポ

ソ．や・シタイ一一ホオジロ・rハツボブガラス・カ

ワラヒワ．すyy，ケタイ．トビ．カルガモ

∫ヒ，ヲrリトムクドリ．ヨメカ．コゲラ・セソ

ダイムシタイ．＿＿▼　計29壇　－＿－

■く観蒸した植物＞栂池で・．アヤ子ク・

チタヤクγ▲．ニッヲネアオイしコイワカカモ・

暑ヤマキン′くィ、コバイケイソウ、ハクサン

ゴサクラ．サメ鱒サノウ、＿サ▲ウキγカ・イ

ウイチ，ク、ナノダルマ．ミズ′くシ■ク．

′丁．一・4－



マイズルソク、ゴゼソタチバナ．アマトリソ

ク．ユキザす．ヤグルマンク．エンレイソウ．

モク七ンゴケ．ミヤマシ，ウブ．オオイメド

リ、ヒメカン／ク、オオシテピソ＿．ダケカン

バ．7ナノハカエデ．iネカ＿エテ．オガラバ

ナ．クラブロナナカマド．ざヤヤカメバ音．

以上29増。

白馬村内山一青木郡で．．タラコギカエテ．

イタヤカニテ．ウリ′、〆カエ戸、ウリカエデ

ハクチワカニヂ．コノ、クチワカエク．三ガキ

キハ〆．サクラパハンノ寺．ヤマハンノキ．

ヤシ十ブシ．．クワヰチ．タリン．十マ＿年クツ．

ミツノくウブギ．さズナラ．ナチカシワ．クル

ミ．コナラ．リ．ウナ．ウブギ．ノリ＿クツギ．
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す．イワオガミ．　ヨドりパ穴　がウシ、

ヨツバムタラ．カワラマツバ．クララ．オド

ワ主ソク．キ竜ワ才．■ガマヅミ．トケタイグ

サ■．クモトリソク．’さ十コタサ∴オカrトラノ

オ．よミノダシ」エンドク、′イパラ∴スイ

カヅヲ＿一一　以上4‾3穏っ　■

く参加者＞　渡辺政江．深谷幸枝．甲　弘、

中‾廻享．主神臨書．三神淑子．千葉一也

郭知隆作．丘密書住子．大槻いずみ二・

小瀬木かつ子．金額初夜．渡辺義雄．畑苧正

．臥上14名
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○＿・富士御中道探鳥会‘■J

7月148　7時に我孫子栗に集合し、新

宿高速パ手車「けルで三評さん夫妻と落ち

あい計10名で8時45分発の中央高速バス

に乗る。11時15分富士5合目着．昼食後

奥虞忙向かう途中痛の甲でルリピタキJメポ

ンムシタイが歓迎の心をV、っはいに表わして

さえずってくれる。去年と同様水飲み場に正

次々と華麗なる鳥達が姿を表わしてくれる○

先客和知さん．千葉さんを交えて次から次へ

と姿を見せてくれる烏達に見とれる。夕食中

志賀召ん親子到着。奄ら灯話に花が咲く。ヨ

タカの声をチラリと聞き寝床に入る。夜自動

車組松本さん東泉さん着。翌朝ホシガラス

を見に行く途中見慣れた恵望遠レンズ、‾まさ

か木村さんのでに†が本当K木村さんが姿を

表わす。ルリピタキの雌は巣に人が近すくと

と，ヒ，ガ，ガ，と等戎音を出す。妻らK興

奮するとガ，カ㌧と鳴くようである．水飲み

場でじっとしていた方が上いらしい亡朝から

水落び陀くる○

メホソ．カヤククリ．クソ．ルリピタキ．キ

■クイタダキ．ヒガラ二　ウグイス、キジバト

コガラ．ピンズィ、ミソササイ、ホシガラス

等。平明はめった忙姿を見ることができない

∫ものなどじっくわ観察することができた○

盲土山は変った楓物は少ないが、植生的には

．おもしろい山である。普通の山ではハイマツ

が見られるところKカラマツがあるのである

．。御中道がちtうど森林限界Kなっている。

共産から駄めると本で学ぶ格物群落の遷移週

番を眼前で観察することができる【奥庭と同

lこじ高さの所ではシ＿ラビy一コメツガが生えて
いるの忙ここではカラマツが見られる。これ

二七共産が比我的新しく多分寄生火山で士だ遷

‘移の途中なのであろう。

朝食後御中道を歩く．途中珍獣オコジ，が

卓を見せせ愛　をふふ　1いてくれた。鳥の声せ

開き．高山組物せ観蒸しながら5台81時K

出発周絡佗？くて・

紀　浅間　　茂

＜認めた鳥＞　　　　　　　‾～二二

ハシブトガラス・rシホソカラス・ホシガラ

ス、カケス．クソ、iガラ、ヒガヲ．キクイ

ナダキ．メポソムシタイ、ウグイス．丁カハ

ラ．†ミクロ，ルリヒタキ．カヤタゲリ．ミ

ノサザィ．ピンズィ．イワッ′リ．ヨメカ．

丁マツバメ．キジバト

＜参加者＞‾申　弘・娘子．浅間茂．鉱泉亡．

中尾照平．米子．三神韻吉・淑子．千乗‾也　1

高原敏夫．利率隆作．西城猛．小野勝義・

志賀鉄雄・ヨ千か・鉄也．松本克博．木村捻．

以上1・8名

○　手賀沼カウント

調査日鱒　54・8・5（クス曇）
9時～12時

＜参加者＞小野虜義．松本克軋鱒　苧正

赤尾　完．鉱泉　亡．志賀鉄一雄・鉄也．

中尾照平．坂巻急患．高希敏夫．小泉障‾

茂木とみえ．宗一郎∴’■　以上1．3名

鳥　 種 上 沼 下 落 計

カ ノレガ そ ． 2 6 6 6 8

カ イ ツ ブ リ 2 2 3 5 5 7

コ ツ ゴ イ 1 8 9

ゴ イ サ ギ 3 7 1 0

7 7 サ ギ 0 ・■1 1

ダ イ サ ギ 8 2 6 3 4

チ ▲ ウ サ ギ 1 0 1

コ　 サ ギ 3 3 2 6 5 9

ノヾ　y 1 1 2

オ オ バ y 1 6 8 2 4

ユ リ カ モ メ 2 1 3

丁 ジ サ ツ 0 1 1

コ ア ジ サ シ へ′一一一2 2
．・ 占2 ▼8 3 －

計 1 1 0 2 4 2 3 5 2

・－6．



他．サシバ（1）．ヒバリ．カワヲヒワ㌧

ッパメ、姦オジロ、七，カ．－モズ．ヒヨ再

ムタrリ．ベニス不メ．キジパト．スズメ．

ハサボソガラス．オナガ．コヅ▲ケィ．オオ

ヨシキリ

○　相模川河口海鳥記

’79・8・1，2

枚孫子を出発したときは7人だクた。相で

鉱泉君が．茅ヶ崎で先着の三神さんがと増え

て9人。浜見平で鉄砲やバン等を補給して、

干潟をわざ十。国道を越して終末処理場沿い

の砂道は汗のてる道だゥた．ネたことのある

車があった（ヰをのぞいて見る巳鳥の絵のあ

る絨コ，ブ、木村さん甲立ということ托なっ

た。松林を適って干潟托出る。水村奄んが．

愛機を屑に或われる。子供さん正し海でつ少

をしているとか○更にプロミ千一甲視界に入

った砂丘に志賀父子の填るカ。これで出発時

の借托近い同痴1．3名とな．？た。

干潟は引潮の最中．シギチ■kは慣れた人が

多くて．めい占い好きな所にプロけ－．

ダイシヤク・ホタロク．不均合をほど長く

下方に琴曲した喋．重そう．とんでもモレヽ

好物のカニを採る寄製の嘆。

オバシギ．昨秋」、償川で32羽の群に感激

したっけ（

ェリマキシギ．エリ÷iをどこKおいて毒

たのカ▲わー。

丁ヅサツとコアジサシの識別勉盛，

昨年雷シギチ9撞．今回は15慮．時間は

たっぷカ．ほど上い風．晴れだがカンカン照

うでたく．善言が菅忙ならをかさた。

15時30分．帰路につく。

■　記　　高橋

く認カ大鳥＞　チ＿ウサギ．コサギ．トビ、

コチドゥ．ソロチドリ、メダイナドリ．ムナ

タ七．十，ケ少，ツギ．トウネソ．オバツギ

ミ＿ビシギ．tリマキシ半．キアシγ半．

イソシギ．リサハシギ．〆イシ十クシギ．

ホク占、クツギ．ナ＿ウシiタジ車．■クミネコ

丁ヅサケ．＿コアジサシ．キジバト．ツ′り．

ハクセキレイ．七，カ、ホオ夕日．カワラヒ

ヮ．スズメ．■ムクド恥ン」シポソガラス

∴．計30饉　＿

＜参加者＞　浅間　茂．小野勝義．畑＿苧正

志田十九次臥佐久間俊行．志質鉄雄・鉄也

高橋敏夫．飯泉　亡．三神縞書．中尾席平．

木村　捻　列1名　以上13名

云∴工
也

ごシ

適

夏－●
へ・・∴’
・■■・＿．．ミ7

琶7・

●tミ丁‘

．守

乃　℃

ヽこ．．＿　　　　　　＼＿

－．7－

卜‡
1



■、、こ

国葬タル養殖へ亦ばらの遣ナ　さ紘如■1．ご画もユ上野軸工事
が着々と進められてやる。，そのためふ．■地域

‾帯の水声や水は枯れ‾±年続きの幸助が追

打ちをふけ・知は自然発生した■ヒメモノア

ライ員や．ホタルの幼虫が殆んど消えた，

昨年から今年Kかけ．以上の襟を悪条件が重

なタ大変表毎でした。∵■

これから「眉努力をし．この苦難を乗越え

来年のホチん観賞会に軋沢山のホタルが昔

盲人の日に七色の虹のようを美しレ、姿を見せ

てくれるととと信じ毒す。

今後も皆さんのと指導と．こ毎刀をいただ

きたいと患い毒す。

■車鳥だ十タ＿仕や

サシ云（1）　6了10　手賀下沼
J‾（3）、　7・・8　　　′

‾　以上カウノトで

辰泉　亡

カワセミ　　▼．‾8・13　手賀下沼

浅間　茂

夏の風物誌として．子供さんから老人遵に

まで親Lr±九で来たホタル親賞金。今年は7

回呂であわ、参加者は200名主超えました。

大変盛況でしたがこれに反し．飛び交うホ

タでの教も意列搾少なく∴観賞に訪れた大勢

の方に・こ心配をかけ．お詑びをしなけれ犀
をカーせん。

高野山ホタル他は菅から．手賀沼沿岸では

‾音よい覇境に患ま九大好条件の場所でした。

しかし最近は周辺が旦立てられ．家屋が崖

ち．暮条件が重なるばかクです。今後の填墳

故弟が心配です。

今日までの、ホタル蕃租の通巻を顧みます

と．今年の発生率は最低を記録し．不振の原

因はレ、ろいろある上うに感じられiす。その

いくつかをあげてみまし上う。

（1）昭和48年頃は自動車の交通量も少如▲っ

たが．今では車の数も当時の何倍か忙増えて

いる。それに上る排見ガスの影響も多弁にあ′’一モ　ズ（高唱き）7・29．・＿手質下沼
三　L　68．l＿▲1　■乙ると思われる。

（2匝クルの幼虫の天敵サリガ三に上る被等が

著しく■その駆除に頭を痛める。「ウケJ K

ザリガニの好む蚕のサナギを入れ水路に置

くが、その「ウケ」を持去る心ない人がいる。
大変漢念だ。

（3昨年から手賀沼下水道工事が昼夜兼行で逢

わもれているご屋上に璧光灯が輝き．その光

がホタル鞄周辺に毒し．日がまぶしい毒だっ

た0ホれルは暗い夜でないと．飛びにくい。

例年行ってきた小細別l河口■任．汐の掬係

で本年は休みとLtした。息だ上少をお

上せ下さいへ・

で・T

我孫子野鳥麦守る会会一報　■第30号

発行人　　渡辺　義崖　　　　でEL　82－0521

住　　所　　我孫子市高野山556

振　・香　．東京一5168∴．我孫子野鳥を守る会

会　　費　　年　額　1．500円・－
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